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事故シナリオ分析の観点から、福島第一原子力発電所の 3 号機炉内における放射性核種分布(RN)に関して現

象論的に評価した。本評価より、圧力抑制プール(SC)への RN 移行が限定される可能性があること、長期に亘

ってセシウムなどがシールドプラグを汚染する可能性があることなどを指摘した。 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所(1F)における炉内の放射性核種分布を把握するためには、事故進展時の短期的 RN 移

行挙動および事故収束後の長期的 RN 移行挙動を理解する必要がある。本研究では 3 号機について、事故シ

ナリオ分析に基づきながら事故中の RN 挙動について現象論的に考察し、想定し得る各領域における放射性

核種の存在量・形態などについて議論する。 

 

2. 前提となる事故進展シナリオ 

2011 年 3 月 13 日から 15 日における 3 号

機の圧力測定値を右図に示す。3 月 13 日 9

時前には RPV から PCV へのリークが発生

したと推定される。3 月 14 日の 7 時頃には

PCV 圧力がバランスしたことから、PCV か

らのリークが発生し、その後水素爆発後には

PCV リーク面積が拡大したと推定される。 

 

3. 放射性核種分布の現象論的評価 

炉心溶融が開始している 3 月 13 日 9 時前

には RPV から PCV へのリークが発生していることから、主蒸気逃がし安全弁を経由した RN の SC への移行

が限定される可能性がある。また、3 月 14 日以降は PCV から環境へ RN が放出されていると推定される。

PCV からのリーク発生個所を圧力測定値から読み取ることは難しいが、これまでの 1F 内部調査を通じてシ

ールドプラグが高濃度に汚染されていることが報告されており、水素爆発で損傷した PCV トップヘッドフラ

ンジからのリークであった可能性が高い。 
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